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幸運にも，フルブライトの研究

員としてアメリカへ留学できたの

は，約半世紀も前の遠い昔のこと

です。当時帰国されたばかりの東

大名誉教授の東洋先輩に手伝って

頂いた直交因子回転の論文が，

Psychometrika に掲載されたの

がきっかけでした。正式な論文な

ど殆ど書いたことのない私の下手な

英語の論文を丁寧に書き換えてく

ださったお蔭で，“accept for pub-

lication”の知らせを受けた時は

天にも昇る気持ちでした。その時

のカイザー教授署名付きのシング

ルスペース 2 枚綴りの手紙を，

今でも大切に保存しています。こ

のような濃密なコメントが書き込

める学識の深さには驚きを禁じ得

ませんでした。

カイザー教授にはウィスコンシ

ン空港にわざわざ迎えに来て頂い

たうえに，宿舎まで世話して頂き

ました。研究室での生活には何の

拘束もありません。研究するもよ

し，寝て暮らすもよしです。好き

な講義があったら自由に出てもよ

いのです。同じ研究室には，irt

それの使用を薦めてくださいまし

た。しかし，実際使ってみると，

超多変数の場合にはバリマックス

の因子回転の効果が無くなってし

まいます。この難点はカイザー教

授自身も認めておられたことです

が，それを最初にハッキリ指摘し

て論文にしたのです。今では踏切

は立体化や地下道化で事故が激減

したことは誰でも知っています。

しかし，半世紀前には，それを信

ずる人は少なかったのです。250

を超える要因項目群が踏切事故と

関連すると考えられていました。

そこで，因子分析的に要因項目群

を分類し，線形回帰分析してみる

と，道路交通量が主要因であるこ

とがわかったのです。最初バリマ

ックスを適用して失敗，そこで，

私の直交因子分析を使って上記の

結論に達したのです。同じような

ことは，日本語のビッグ・ファイ

ブの研究でも証明されています。

仮説マーカー項目が適切に選定で

きないと，データをいくら多く集

積しても無駄になってしまいま

す。Dr.ゴールドバーグさんが私

のビッグ・ファイブ関連の論文を

読み，B.De RaaD & M.Perugini

（Eds.）（2002）Big Five Assessment

への寄稿を薦めてくださいまし

た。ゴールドバーグさんも超多変

数のバリマックスの適用には悩ん

でおられたのです（Journal of

personality assessment; 1996）。

皮肉になりますが，わが国には，

欧米での成果の確証研究が殆どと

言っても過言でないと思います。

日本発の世界をリードする探索と

確証研究の発現を期待します。

の研究で名の知られている，当時

准教授であったベイカーさんも居

られ，二、三度お訪ねして話を伺

ったことを憶えています。

irt といえば，当時シカゴ大と

ウィスコンシン大のセミナーが二

度ほどありました。EM方式の導

入で有名なボック教授の講演も聞

きましたが，当時 irtにあまり興

味のなかった私には理解不可能で

した。今となっては，勿体ないこ

とをしたものと悔やんでいます。

当時 ETSに居られたハーマン

上級研究員をお訪ねしたときのこ

とです。有名な Dr. ロードのプロ

ジェクトで，鮫島さんを含め，世

界中の Psychometiriciansが集ま

っていました。直接話した研究者

の中には，斜交因子回転プロマッ

クスの算法の開発者 Dr. ブラウン

さんが居られました。勿論，ハー

マンさんとの直接的な接触は大変

に刺激的で，いずれ君を ETSに

呼んで一緒に研究しようと約束し

てくださいました。残念ながら，

その約束は，ハーマンさんの急逝

で実現しませんでしたが。

最近，今時，因子分析など研究

する人は居ませんね，と言われる

ことがあります。Dr. ヨーレスコ

ッグの最尤推定的因子分析研究を

頂点に，irt へと潮流が変わった

ことに原因があるのでしょうか。

この冷やかしとも受け取れる発言

に，次のように答えています。

元々私は因子分析の中の因子回転

の研究者なのです。特に「超多変

数の因子回転」に関心があるので

す。東大名誉教授の芝佑順さんが

バリマックスを学んで帰国され，
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